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「スーパーコンピュータ『京』歴史に幕」はふさわしくない表現である 
 
多くの、そして⼤きな
成果をスーパーコン
ピュータ「京」が⽣み
出してき、さらに発展
的に次のスーパーコ
ンピュータへとその
使命を渡していくと
したならば、「歴史に
幕」はふさわしくない
表現である。「スパコ
ン『京』、その使命を
果たし次世代にバト
ンタッチ」とでもすべ
きところか。 
 
「京」の評価はどのようなものであったのか？ いたるところで「京」に関するニュースも
聞いたし、さらに今回、「京」では能⼒不⾜となり、新たに「富岳（計算性能 40 京）」を作
ろうとしている。したがって、「京」の存在意義は⼤きかったのではないだろうか。 
 
「京」で何ができたか、そして「富岳」に何を期待するかの⼀例が次のサイトにまとめられ
ている。 
 
スーパーコンピュータ「京」での成果の⼀例と今後の期待 
⼀般社団法⼈ HPCI コンソーシアム 
https://hpci-c.jp/universal/instance.html 
HPCI：「京」と全国の⼤学や研究所などに設置されている主要なスパコンをネットワークで
結び 、利⽤者の多様なニーズに応える計算環境を実現します。 
HPCI より得られた成果事例 

宮崎市中⼼部の広域 3 次元津波シミュレーション 
⼤型輸送船の航⾏時に船体回りに発⽣する微⼩な流れを再現 
エアロゾルの全球シミュレーションと環境予測シナリオ実験 



 電⼦の振る舞いを可視化し超伝導を再現 
最⼩⾃由エネルギー経路探索法による全原⼦ダイナミクス 
「ガンマ線バースト」の発⽣機構に迫る 
神経回路網活動のシミュレーション 
シミュレーションによる薬の設計 
シミュレーション実験による⽔はね現象の解析 
集中豪⾬の超⾼解像度シミュレーション 
建物に作⽤する局部⾵圧を再現 
局部⾵圧による複雑な流れ場の挙動を詳細に再現 

スーパーコンピュータによって期待される成果の例 
⼼疾患のマルチスケール・マルチフィジックスシュミレーション 
⼼臓シミュレーション 創薬応⽤シミュレーション 
薬候補のタンパク質への⾼精度結合シミュレーション 
シミュレーションによる地震・津波の被害予測 
シリコンナノワイヤー内の電流の通り道の解析 
全球雲解像モデル NICAM によるシミュレーション 
超新星爆発の 3 次元シミュレーション 

 
コンピュータにはムーアの法則なるものがある。⼀般⼈の私としては、1.5 年ごとに計算速
度が２倍になると解釈している。「京」の運⽤開始が 2012 年、そして次期スーパーコンピ
ュータ「富岳」の運⽤開始が 2021 年、この間９年である。(9/1.5)２＝64 により、計算能⼒
（速度？）は単純計算では 64 倍となる。「富岳」の、この圧倒的な能⼒向上が、科学の発展
に寄与してくれるものと期待している。 
 
ムーアの法則（Wikipedia） 
集積回路上のトランジスタ数は「18 か⽉（=1.5 年）ごとに倍になる。 
 


